令和　　年度　　　　　　学校　騒音レベル定期検査報告書

	校長
	教頭
	教務主任
	保健主事
	養護教諭
	

	
	
	
	
	
	


令和　　　年　　　月　　　日

学校薬剤師　　　　　　　　　　　　　　

１　検査日　　　　令和　　　年　　　月　　　日　　　曜日

２　測定時間　　　　　　時　　　　分

３　測定教室　　　　　　年　　　　組

（普通教室に対する工作室、音楽室、廊下、給食施設及び運動場等の校内騒音の影響並びに道路その他の外部騒音の影響があるかどうかを調べ、騒音の影響の大きな教室を選び、児童生徒等がいない状態で測定）
４　測定結果（等価騒音レベル）

	
	窓を閉めたとき
	窓を開けたとき

	窓側
	
	

	廊下側
	
	

	基準値
	LAeq50dB以下であることが望ましい
	LAeq55dB以下であることが望ましい

	判定
	
	


※　日本工業規格 C 1509に定める積分・平均機能を備える普通騒音計を用い、Ａ特性で５分間、等価騒音レベルを測定

※　従来の普通騒音計を用いる場合は、普通騒音から等価騒音を換算するための計算式により算出
※　特殊な騒音源がある場合は、日本工業規格 Z 8731に定める騒音レベル測定法に準じて行う
５　指導助言


様式№１（３）





5年間保存














